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　質問 2： 自分の「心の健康度」の評価を「 1．とても不健康」「 2．やや不健康」「 3．普通」
「 4．やや健康」「 5．とても健康」の 5件法で求めた。

















を表 1に，分類結果を表 2に示す。描画の分類結果は表 3に示す。
2．自分の「心の健康度」の評価













































1 2 3 4 5
1 ．良い状態にある
楽しく幸せである 33 11.7 6 12 11 4
安定している 25 8.9 8 5 10 2
明るく元気である 19 6.7 3 8 8
充実している 9 3.2 2 3 3 1
すっきりしている 8 2.8 6 2
余裕やゆとりがある 6 2.1 2 4
安心している 6 2.1 1 1 4
自分を大切にする 5 1.8 2 1 2
日常生活が送れる 5 1.8 1 3 1
純粋である 4 1.4 3 1
健やか 4 1.4 3 1
その他の良い状態にある 10 3.5 3 4 2 1
小計 134 47.5 0 31 51 44 8
2 ．悪い状態がない
悩みや不安，ストレス等がない 38 13.5 2 10 18 6 2
過度な負荷がない 13 4.6 1 3 4 5
異常や問題がない 6 2.1 1 1 3 1
小計 57 20.2 4 14 25 12 2
3 ．適切に機能する
負荷があっても乗り越えられる 23 8.2 3 5 7 6 2
前向きに取り組むことができる 22 7.8 2 7 6 5 2
他者との良い関係を築ける 11 3.9 2 3 6
感情を感じたり表現したりできる 11 3.9 1 1 7 2
正しい判断や自己理解ができる 6 2.1 1 2 3
思うように生きることができる 3 1.1 1 1 1
セルフコントロールができる 2 0.7 2
小計 78 27.7 5 17 20 28 8
4 ．身体の健康と共にある 11 3.9 2 6 2 1
5 ．分類困難 2 0.7 1 1






1 2 3 4 5
ハート（笑顔、ガッツポーズなど） 19 31.1 1 3 7 5 3
人 10 16.4 1 4 3 2
対人関係  9 14.8 2 2 5
笑顔  5 8.2 1 2 2
心を守るイメージ  5 8.2 3 1 1
明るい風景  4 6.6 2 2
喜怒哀楽  4 6.6 3 1
人＋ハート  3 4.9 1 1 1
ハート（傷など）  2 3.3 1 1




































不健康」「家族の支援」「友人欠如」「対処の自信」の 7 因子を抽出した。また大学 1 年生を対象
表 5　「心の健康度」判断理由の分類結果




1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
1 ．良い状態にある
楽しく幸せである 42 12.1 38 1 19 13 5 4 2 2
安定している 14 4.0 5 3 1 1 9 2 5 1 1
明るく元気である 11 3.2 1 1 10 4 4 2
充実している 17 4.9 14 4 9 1 3 1 2
すっきりしている 4 1.1 4 2 2 0
余裕やゆとりがある 20 5.7 1 1 19 8 4 7
安心している 1 0.3 1 1 0
自分を大切にする 4 1.1 0 4 3 1
日常生活が送れる 4 1.1 4 1 1 2 0
その他の良い状態にある 8 2.3 4 1 2 1 4 1 2 1
小計 125 35.9 72 0 3 31 30 8 53 3 25 13 11 1
2 ．悪い状態がない
悩みや不安，ストレス等がない 73 21.0 18 8 7 3 55 2 14 25 12 2
過度な負荷がない 33 9.5 17 8 7 2 16 1 12 2 1
異常や問題がない 17 4.9 5 2 1 2 12 1 7 3 1
小計 123 35.3 40 0 2 17 16 5 83 4 33 30 12 4
3 ．適切に機能する
負荷があっても乗り越えられる 9 2.6 6 2 3 1 3 1 2
前向きに取り組むことができる 27 7.8 11 1 2 7 1 16 3 7 5 1
他者との良い関係を築ける 17 4.9 12 1 2 3 6 5 1 4
感情を感じたり表現したりできる 8 2.3 8 6 2 0
正しい判断や自己理解ができる 3 0.9 1 1 2 2
思うように生きることができる 6 1.7 5 1 3 1 1 1
セルフコントロールができる 2 0.6 1 1 1 1
小計 72 20.7 44 0 2 7 22 13 28 7 15 5 1 0
4 ．身体の健康と共にある 6 1.7 3 2 1 3 1 1 1
5 ．普通・気にしていない 17 4.9 16 1
6 ．分類困難 5 1.4 4 1
計 348 100 159 0 7 57 69 26 167 15 74 49 24 5































































《良い状態にある》に含まれるカテゴリーの記述のうち，評価 1， 2 の記述数は31，評価 4， 5
の記述数は52であった。一方，《悪い状態がない》においては，評価 1， 2 の記述数は18，評価
4， 5の記述数は14であった。また《適切に機能する》も積極的な方向からの捉え方と考えられ
















評価 4 で多くみられた。評価 4 は，質問 1 の文章でも〈他者との良い関係を築ける〉のカテゴ
リーの記述数が 6と多く，対人関係に意識の向きやすい層だと言えそうである。しかし，同じく
「心の健康度」評価の高い評価 5では，〈対人関係〉を描いた者は見られなかった。評価 5は，質

























るカテゴリーの記述のうち，評価 1， 2 の記述数は31，評価 4， 5 の記述数は50であり，《悪い
状態がない》では，評価 1， 2の記述数は39，評価 4， 5の記述数は37であった。また《適切に











別では，評価 1， 2 で「悩みがない」「ストレスがない」といった Positiveな記述がなかったの








割合（Positive：Negativeの順に示す）は，評価 1で 0％：100％，評価 2で 9％：91％，評価 3
で45％：55％，評価 4 で73％：27％，評価 5 で81％：19％であった。「心の健康度」評価が高く
なるにつれて，Positiveな記述の割合が高くなるのは当然であるが，評価 1 で Positiveな記述が
全くなかったことは非常に特徴的である。Positive：Negativeの比率が評価 1， 2 の方が極端に
Negativeな記述に傾き，それに比べると評価 4， 5 では Positiveな記述の方が多いものの
Negativeな記述もある程度見られた。「心の健康度」を判断する時に，健康度評価の高い者の方
が，良い面も悪い面も含め多面的に判断していると考えられるのではないだろうか。また，評価
ごとに Positive/Negative両面の記述をした人数を調べてみると，評価 1は 0 名（ 0 ％），評価 2
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